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事業実施団体の概要

• 団体名称：一般社団法人瑞浪青年会議所

• 代表者 ：日比野慎也

• 設立 ：1964年4月17日

• 会員数 ：17人

• 会費 ：120,000円/年
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活動内容

• 青年会議所
「明るい豊かな社会」の実現を同じ理想とし、
次代の担い手たる責任感を持った２０歳から
４０歳までの指導者たらんとする青年の団体

• 活動場所
瑞浪市内



活動内容

• 活動履歴：まちづくり、人づくり事業

①撮るコン

②たまからパリパリアート



活動内容

• 活動履歴：まちづくり、人づくり事業

③ワールドカフェ（子育てのワークショップ）



活動内容

• 活動履歴：まちづくり、人づくり事業

④土岐川清掃

⑤瑞浪大花火大会の運営



•事業実施団体の概要

•活動内容

•事業内容



事業内容

• 事業名：親育事業（仮）

• 効果目標
1.未来を担う子どもたちのために教育のあり方を
考えるきっかけとなる。

2.現在の学力テストといった手法では数値化の難
しい「生きる力」と言われる非認知能力の大切さを
知るきっかけになる。

3.自分で実践できる子どもの非認知能力を伸ばす
接し方、考え方を持ち帰ることによって子育てに活
かせる。



事業内容

• 背景

核家族化・共働き世帯の増加にともない、子どもと

接する時間が短い、頼れる人が身近にいない、子育て
について相談できる人がいても時間がないなど、仕事
で忙しく子育ての悩みを抱えた家庭が増加している。

その中で、家庭での教育のあり方を考える重要性が
高まっている。



事業内容

• 目的
子どもの教育に悩む親の助けに少しでも繋げるため。

親世代の大人が家庭教育について学び
知識を得ることが大切なのでは？

どんな家庭教育が求められている？

・未来を担う子どもたちが社会に出てからも活躍するためには、「生きる力」
と言われる非認知能力が大切であるという考え方が近年注目されている。

・非認知能力は基本的な生活習慣が形成される幼少期に身につけておくこ
とが大変重要であると言われている。



事業内容

• 専門家による、子どもの「生きる力」を育む家庭教育
についての知識や手法を親世代の方々に学んでい
ただく講演会を開催する。

講演の依頼者として

”教育経済学者”の中室牧子氏
• 教育は世界中の教育機関で採られた統計データ（科学的な根拠）に
基づいて議論されるべきである。

• 非認知能力が人生の成功の鍵である。

• その能力を基本的な生活習慣が形成される幼少期に身につけておく
ことが重要である。



【略歴】

• １９９８年慶應義塾大学卒業後、Columbia University, School of International 
and Public Affairsで修士課程を修了（２００５年：ＭＰＡ取得）、Columbia 
University, Graduate School of Arts and Scienceで博士課程を修了（２０１０
年：Ｐｈ.Ｄ.取得）。専門は、経済学の理論や手法を用いて教育を分析する
「教育経済学」。２０１３年から現職。

• 日本銀行や世界銀行での実務経験がある。日本銀行では、調査統計局や
金融市場局において実体経済や国際金融の調査・分析に携わった経験を
もつほか、世界銀行では、欧州・中央アジア局において労働市場や教育に
ついての経済分析を担当。

• 産業構造審議会委員、行政改革推進会議（歳出改革ＷＧ）有識者委員、
スーパーサイエンスハイスクール支援推進委員を兼任。

• 著書「『学力』の経済学」（ディスカバー２１）は発行部数累計３０万部のベス
トセラー。



【講演実績】

２０１６年７月 「学力の経済学～子育てに需要なエビデンス～」福生市教育委員会
２０１６年１０月 「学力の経済学～データからみる教育効果～」東熊本青年会議所
２０１７年８月 「３０周年特別講演 教育に科学的根拠を」日本青年会議所教育部会
２０１７年１０月 「教育に科学的根拠（エビデンス）を×思いやりの大切さ～教育経済学

から見る豊かな心の作り方～」相模原青年会議所
２０１７年１１月 教育に『科学的根拠』を明和幼稚園
２０１８年４月 「ヒーローアカデミー2.0～Education Shift あなたが子どもにできること～」

東京青年会議所
２０１８年４月 「大人が学べば子供が変わる～教育に科学的根拠を～」一宮青年会議所
２０１８年６月 「健康科学部・子ども発達学部・国際福祉開発学部開設１０周年記念文化

講演会教育に科学的根拠を」日本福祉大学
２０１８年６月 「科学的根拠に基づく学力とは」別府大学短期大学部児童学会
２０１８年９月 「教育に科学的根拠を」聖英学園・滝学園
２０１８年９月 「教育に科学的根拠を」浜学園
２０１８年１１月 「教育に科学的根拠を」神埼市教育委員会・神埼地区ＰＴＡ
２０１８年１１月 「子どもに付けたい力とは～未来ある子どもたちに坂祝の地域力を～」

坂祝町教育委員会
２０１８年１２月 「エビデンスに基づいた教育」福井ランゲージアカデミー
２０１９年１月 「これからの時代に必要な「学び」とは？」長野県教育委員会



事業内容

さらに、目的を達成度を高めるために・・・

• 実際に親子で「生きる力」と言われる非認知能力を効果的に育む方法を、
実例を交えて学んでいただく。

親子体験型事業を開催

講演を聴くだけでは目的の達成度は低い。



・

【手順】
１．皆さんに植物の種をお配りします。＊お子様が口に入れないようにご注意ください。

２．その種は、どのような植物の種なのか？花が咲くのか？実がなるのか？などを親
子で話し合ってみてください。（想像力が養えます。）

３．どのような絵を描くのかを決め、キャンパスに花や木々の絵を描いてください。（制
限時間は15分）

その際、お子さんの発想力を大事にし、自由に描かせてあげてください。大人の方も
恥ずかしがらずに一緒に描いていただくようお願いいたします。（表現力・自己認識・
協調性などが養えます。）

４．制限時間になりましたら速やかに作業を止めていただきますようお願いいたします。
お子様にも時間を守る練習になりますので宜しくお願い致します。（責任感・計画性が
養えます。）

５．完成した作品を見ていただき、お子様に何を描いたのか？工夫した点は何かを聞
いていただきます。その際、丁寧な日本語を使うように気をつけてください。（語彙力・
ソーシャルスキルが養えます。）

６．お子様を精一杯褒めてあげてください。（ご自宅に帰ってからお配りした植物の種
を実際に育てていただくことで、生命の大切さ、最後まで水やりをすることにより継続
力・やり抜く力も養えます。）

キャンバスイメージ（1200×110）
森（グリーンイメージ）

親子体験型事業（例：みんなで巨大な森を描こう）

計画性・継続力・やり抜く力

最初に種をお配りします 想像力・表現力・協調性



事業内容

• 実施場所
瑞浪市総合文化センター ３階講堂

• 参加対象者
瑞浪市内の幼稚園児・保育園児（未満児，年小，
年中，年長）の保護者並びに親世代の瑞浪市民

• 参加予定人数
参加者：１５０名

• 実施時期
２０１９年９月２２日（日）



本事業が参加者の子育てに活かさ
れるきっかけとなり、瑞浪の未来へ
とつながる一助となることを心から
望んでおります。

最後に・・




